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12
月
8
日
安
藤
議
員
が
「
県
内
原
子
力
施
設
の
新

規
制
基
準
へ
の
対
応
等
」
に
対
し
て
7
項
目
の
質
問

を
国
・
事
業
者
に
行
い
ま
し
た
。

　

安
藤
議
員
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
対
し
「
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
へ

転
換
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
が
、「
原
発
と
い
う

選
択
肢
を
放
棄
で
き
な
い
」
と
答
弁
。
ド
イ
ツ
が
原

発
ゼ
ロ
決
断
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
日
本
も
原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
す
べ
き
と
訴

え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
東
北
電
力
に
対
し
東
北
管
内

の
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
質
す
と
「
太
陽
光
が

フ
ィ
ッ
ト
制
度
で
増
え
、
5
月
頃
は
約
3
0
0
万
kw

需
要
量
を
上
回
っ
た
」と
認
め
ま
し
た
。そ
し
て「
出

力
変
動
に
対
応
す
る
蓄
電
池
の
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
答
え
、
原
発
ゼ
ロ
の
可
能
性
を
確
信

し
ま
し
た
。

　

電
気
事
業
連
合
会
に
対
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利

用
先
と
し
て
計
画
さ
れ
た
16
基
〜
18
基
の
原
発
で
使

う
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
は
、
福
島
原
発
事
故
で
住
民

の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
と
計
画
の
破
綻
を
質
す
と

「
2
0
1
5
年
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
は
見
直
す
が

大
間
原
発
・
原
発
再
稼
働
・
再
処
理
工
場
稼
働
を
踏

ま
え
計
画
通
り
16
〜
18
基
の
導
入
を
め
ざ
す
」
と
プ

ル
サ
ー
マ
ル
に
し
が
み
つ
く
立
場
を
明
ら
か
に
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
対
し
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
も

て
ば
世
界
か
ら
原
爆
転
用
と
見
ら
れ
る
の
は
常
識
。

被
爆
国
日
本
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
つ
よ
う
な
核
燃

サ
イ
ク
ル
政
策
か
ら
撤
退
す
べ
き
と
質
す
と
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
管
理
と
利
用

を
行
う
と
明
記
さ
れ
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
プ
ル
サ
ー
マ
ル
も
含
め
て
再
稼
働
さ
せ
る
」

と
世
界
の
批
判
に
耳
を
傾
け
な
い
国
の
考
え
方
を
改

め
て
示
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
規
制
庁
に
対
し
、
原
子
力
規
制
基
準
に
避

難
計
画
や
防
災
を
含
む
の
は
世
界
の
常
識
。
下
北
半

島
か
ら
避
難
に
必
要
な
バ
ス
1
，7
0
0
台
に
対
し
、

確
保
さ
れ
て
い
る
の
は
1
8
0
台
の
み
と
の
現
状
を

訴
え
、
こ
れ
で
再
稼
働
さ
れ
て
は
住
民
の
命
は
守
れ

な
い
と
質
す
と
「
原
子
力
防
災
会
議
で
国
・
地
方
が

一
体
と
な
っ
て
避
難
計
画
を
含
む
防
災
体
制
を
諮
る

と
さ
れ
た
」
と
規
制
基
準
に
含
む
考
え
は
全
く
示
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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特別委員会で質問する安藤議員
（12月8日）

12月県議会12月県議会
11月21日～12月9日11月21日～12月9日

県職員の給与、宮沢経産大臣への確認・要請、医療介護総合基金、
感染症対策、院内保育、滞納家賃の訴訟、指定管理者の選定
県職員の給与、宮沢経産大臣への確認・要請、医療介護総合基金、
感染症対策、院内保育、滞納家賃の訴訟、指定管理者の選定
県職員の給与、宮沢経産大臣への確認・要請、医療介護総合基金、
感染症対策、院内保育、滞納家賃の訴訟、指定管理者の選定

　

青
森
県
人
事
委
員
会
は
「
職
員
給
与
が

民
間
給
与
・
期
末
手
当
勤
勉
手
当
を
下

回
っ
た
た
め
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ

て
若
年
層
に
重
点
を
お
き
給
与
の
引
き

上
げ
・
勤
勉
手
当
改
定
を
勧
告
し
た
」
と

答
弁
。
安
藤
議
員
は
50
歳
代
の
賃
金
引
き

下
げ
な
ど
総
合
的
見
直
し
の
問
題
点
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
基
金
活
用

に
つ
い
て
質
す
と
健
康
福
祉
部
長
は
「
団

塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

2
0
2
5
年
を
展
望
し
、
医
療
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
の
改
革
が
急
務
」
と
し

「
26
年
度
の
県
計
画
と
し
て
在
宅
医
療
の

充
実
及
び
医
療
従
事
者
の
確
保
の
た
め

の
25
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
」
と
答
弁
。

策
定
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療
構

想
で
病
床
削
減
と
在
宅
復
帰
が
進
め
ら

れ
る
危
惧
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

　

県
立
中
央
病
院
9
階
に
第
一
種
感
染

症
対
応
の
1
床
整
備
に
対
し
、
1
床
で
間

に
合
う
の
か
、
他
の
患
者
と
同
じ
建
物
内

で
大
丈
夫
な
の
か
質
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
長
は
「
全
国
に
対
応
で
き

る
医
療
機
関
が
46
カ
所
94
床
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
国
と
調
整
し
対
応
す
る
。
感

染
症
の
病
室
は
外
に
ウ
イ
ル
ス
等
が
拡
散

し
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
大
丈

夫
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

知
事
の
「
宮
沢
経
済
産
業
大
臣
に
10
月

31
日
、原
子
力
発
電
の
見
通
し
、核
燃
サ
イ

ク
ル
政
策
の
推
進
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
に
つ
い
て
確
認
・
要
請

を
行
っ
て
き
た
」
と
の
報
告
に
対
し
安
藤

議
員
は
、
最
終
処
分
地
選
定
の
時
期
な
ど

の
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
の
か
質
す
と

「
選
定
時
期
に
関
す
る
発
言
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
国
は
こ
れ
ま
で
精

密
調
査
地
区
を
平
成
20
年
中
頃
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
す
で
に
こ
の
計
画
は
破
綻
し

一
向
に
見
通
し
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
県
立
中
央
病
院
内

保
育
所
施
設
整
備
改
修
事
業
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
院
内
保
育
所
の
充
実
は
必
要
と

の
立
場
で
、
保
育
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
選
ば
れ
北
海
道
の
保
育
会
社
が
担
当

し
て
い
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
か
質
し

ま
し
た
。
病
院
局
長
は
「
病
院
の
職
員
の

た
め
の
保
育
と
い
う
こ
と
で
応
募
さ
れ
た

の
は
す
べ
て
県
外
の
業
者
で
あ
っ
た
。
職

員
の
意
見
を
き
い
て
決
め
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

家
賃
滞
納
に
対
す
る
県
の
対
応
を
問
う

と
県
土
整
備
部
長
は
「
家
賃
を
3
ヶ
月
以

上
滞
納
し
た
場
合
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を

請
求
す
る
こ
と
や
著
し
く
収
入
が
低
い
場

合
等
に
家
賃
の
減
免
や
徴
集
猶
予
を
受
け

ら
れ
る
制
度
を
説
明
し
て
き
た
。
今
回
の

対
象
者
に
も
同
様
の
措
置
を
し
て
き
た
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
案
の
47
施
設
15
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
公
募

し
提
案
さ
れ
た
。
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
及
び
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に

青
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社

を
選
定
提
案
し
て
き
た
が
、
業
務
内
容
か

ら
馴
染
ま
な
い
と
の
立
場
で
県
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。

ら
6
5
0
ガ
ル
に
し
て
補
強
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

活
断
層
の
存
在
を
否
定
し
た
「
安
全
神
話
」
に
も
と

づ
く
も
の
で
「
絶
対
安
全
」
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

函
館
市
の
大
間
原
発
建
設
差
し
止
め
訴
訟
で
も
「
訴

訟
と
審
査
は
別
」
と
す
る
電
源
開
発
の
姿
勢
は
論
外

で
あ
り
、
国
民
を
愚
弄
し
て
い
ま
す
。
福
島
原
発
事

故
の
最
大
の
教
訓
は
、
原
発
・
核
燃
か
ら
撤
退
す
る

以
外
に
な
い
こ
と
を
教
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
原
発
核
燃
な
く
す
下
北
の
会
」（
櫛
部
代
表
委
員
）

と「
原
発
を
な
く
す
道
南
連
絡
会
」（
紺
谷
代
表
委
員
）

は
、
12
月
16
日
、
連
名
で
電
源
開
発
に
対
し
、
大
間

原
発
の
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
新
基
準
適
合
性
審

査
申
請
を
中
止
す
る
よ
う
に
文
書
で
申
し
入
れ
ま
し

た
。
建
設
差
し
止
め
訴
訟
の
係
争
中
で
あ
り
、
海
底

活
断
層
な
ど
、
未
解
決
な
段
階
で
地
元
住
民
へ
の
説

明
や
理
解
も
な
く
、
避
難
計
画
も
策
定
さ
れ
て
い
な

い
等
、
5
項
目
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
電
源

開
発
は
大
間
原
発
の

適
合
性
審
査
申
請
を

規
制
庁
に
提
出
し
ま

し
た
。
福
島
原
発
事

故
の
根
本
的
な
検
証

も
な
く
、
収
束
に
ほ

ど
遠
い
状
況
で
申
請

を
急
ぐ
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
申
請
は
、
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
混

合
燃
料
（
M
O
X
燃
料
）
を
軽
水
炉
で
燃
や
す
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
に
見
通
し
が
立
た
ず
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
も
動
か
す
理
由
が
な
い
も
と
で
、
大
間
原
発

の
申
請
で
突
破
口
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

特
に
大
間
原
発
は
、
全
炉
心
に
M
O
X
燃
料
を
使

用
す
る
世
界
初
の
原
子
炉
で
あ
り
「
温
度
上
昇
と
制

御
棒
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
炉
が
不
安
定
に
な
る
危

険
性
」
を
多
く
の
科
学
者
が
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

電
源
開
発
は
、
基
準
地
震
動
を
「
4
5
0
ガ
ル
か 建設中の大間原発
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　青森県私学をそだてる会は、11月
28日、私学助成などの拡充を求める
請願書を提出。同日、保護者連合会か
らも私学助成についての請願書が提出
され、総務企画委員会で審議されまし
た。焦点となったのは、「拡充」と「維
持拡充」の違いです。自民会派は、「経
常費補助金等について、その拡充のみ
を求めるものになっているが、厳しい
県財政のもとでは、現実的な内容と
なっていない」との理由で不採択にし
てしまいました。すわ議員は、「どち
らの請願も項目・内容は同じであって、
どちらも採択すべきである」と主張し

ました。
　また、民主教育をすすめる県民連合
が提出した「ゆきとどいた教育をすす
めるための請願」は不採択とされまし
た。その理由に、「県教育委員会では
様々な取組を進めている段階」「国の
責任において検討・実施すべき事項が
多く」「県教委では国へ要請するなど
とりくんでいる」「国の施策の方向性
を見極める必要もあり」「現時点では
不採択とすべき」というもの。そうで
あるならば、採択して一層国へ働きか
けていくことこそ必要なのではないで
しょうか。

　

安
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。
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。

　

特
に
今
年
は
米
価
の
暴
落
に
対
し
て
、

稲
作
農
家
の
再
生
産
を
ど
う
守
っ
て
い
く

か
が
問
わ
れ
委
員
会
に
て
県
の
対
応
を
き

び
し
く
質
し
て
き
ま
し
た
。
国
へ
過
剰
米

処
理
を
求
め
る
こ
と
、
資
金
貸
し
付
け
に

対
す
る
利
子
補
給
を
行
う
よ
う
提
案
し
、

こ
の
度
の
稲
作
経
営
特
別
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
資
金
に
つ
い
て
も
広
報
の
万
全
を

求
め
ま
し
た
。
他
、
県
産
米
の
給
食
利
用

拡
大
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し
た
。

　

県
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
地
震
・
津

波
に
よ
る
被
害
想
定
調
査
に
よ
っ
て
、
太
平

洋
側
海
溝
型
で
人
的
被
害
約
2
5
，0
0
0

人
、
建
物（
全
壊
）約
7
1
，0
0
0
棟
、日
本

海
側
海
溝
型
で
、人
的
被
害
約
3
，3
0
0
人
、

建
物
（
全
壊
）
約
4
，
7
0
0
棟
と
し
、
こ

れ
は
、
真
冬
の
夜
間
を
想
定
し
ま
し
た
。
す

わ
議
員
は
、そ
の
た
め
の
防
災
計
画
と
訓
練
、

普
段
の
心
構
え
の
重
要
性
を
強
調
し
、
合
わ

せ
て
、
原
発
事
故
と
の
複
合
災
害
が
発
生
し

た
ら
ど
う
な
る
か
を
質
問
。
県
の
答
弁
は
、

検
討
し
よ
う
に
も
皆
目
、
見
当
が
つ
か
な
い

状
況
で
し
た
。

　

す
わ
議
員
は
、
総
務
企
画
委
員
会
で
県

庁
の
古
紙
の
処
理
、
み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト

2
0
1
4
、
地
震
・
津
波
被
害
想
定
の
調

査
結
果
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

す
わ
議
員
は
、
総
務
企
画
委
員
会
で
県

庁
の
古
紙
の
処
理
、
み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト

2
0
1
4
、
地
震
・
津
波
被
害
想
定
の
調

査
結
果
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　２６年度補正予算・条例案・知事報告に

対する質疑が１２月５日に行われ、安藤議

員が７項目について質問を行いました。

　今回の提案の特徴は、職員の給与及び勤

勉手当等の改定、特別職・議員の期末手当

の改定に関わる提案、そして切り替えの時

期が来た１５件の公の施設の指定管理者の

提案、県営住宅に３ヶ月以上滞納し和解に

応じなかった人に対し明渡し及び滞納家賃

などの支払いの請求の訴えを提起する５件

が提案されたことです。

県
職
員
の
給
与
民
間
給
与
よ
り
下
回
る

県
職
員
の
給
与
民
間
給
与
よ
り
下
回
る

県
職
員
の
給
与
民
間
給
与
よ
り
下
回
る

県
職
員
の
給
与
民
間
給
与
よ
り
下
回
る

医
療
介
護
病
床
削
減
在
宅
復
帰
へ

医
療
介
護
病
床
削
減
在
宅
復
帰
へ

医
療
介
護
病
床
削
減
在
宅
復
帰
へ

医
療
介
護
病
床
削
減
在
宅
復
帰
へ

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
を
問
う

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
を
問
う

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
を
問
う

エ
ボ
ラ
出
血
熱
対
策
を
問
う

大
臣
へ
の
確
認
し
て
も
見
通
し
立
た
ず

大
臣
へ
の
確
認
し
て
も
見
通
し
立
た
ず

大
臣
へ
の
確
認
し
て
も
見
通
し
立
た
ず

大
臣
へ
の
確
認
し
て
も
見
通
し
立
た
ず

院
内
保
育
所
企
業
委
託
で
よ
い
の
か

院
内
保
育
所
企
業
委
託
で
よ
い
の
か

院
内
保
育
所
企
業
委
託
で
よ
い
の
か

院
内
保
育
所
企
業
委
託
で
よ
い
の
か

指
定
管
理
者
に
企
業
参
入
よ
い
の
か

指
定
管
理
者
に
企
業
参
入
よ
い
の
か

指
定
管
理
者
に
企
業
参
入
よ
い
の
か

指
定
管
理
者
に
企
業
参
入
よ
い
の
か

県
営
住
宅
訴
訟
に
至
る
対
応
を
問
う

県
営
住
宅
訴
訟
に
至
る
対
応
を
問
う

県
営
住
宅
訴
訟
に
至
る
対
応
を
問
う

県
営
住
宅
訴
訟
に
至
る
対
応
を
問
う

議案の質疑を行う安藤議員（12月4日）

人的被害25,000人、原発災害と重なったらどうなる！人的被害25,000人、原発災害と重なったらどうなる！人的被害25,000人、原発災害と重なったらどうなる！人的被害25,000人、原発災害と重なったらどうなる！

過剰米処理や利子補給を求めて過剰米処理や利子補給を求めて過剰米処理や利子補給を求めて過剰米処理や利子補給を求めて

私
学
を
そ
だ
て
る
会
の
み
な
さ
ん
が
、8
万
筆
を

超
え
る
署
名
簿
を
議
長
に
提
出
。同
席
す
る
、

右
側
か
ら
す
わ
、安
藤
議
員（
11
月
28
日
）

県民の切実な願いなら、採択して
応えるのが議会の役目ではないのか
県民の切実な願いなら、採択して
応えるのが議会の役目ではないのか
県民の切実な願いなら、採択して
応えるのが議会の役目ではないのか
県民の切実な願いなら、採択して
応えるのが議会の役目ではないのか


